
　日本製薬工業協会（製薬協）は、研究開発志向型の製薬企業が加盟する任意団体です。
私たちの加盟企業は、創薬におけるイノベーションを追求し、新薬の開発に取り組むことで
人々の期待に応えるよう日々活動に取り組んでおります。
　新薬は、患者さんに新たな希望となる治療法を提供するのみならず、そのご家族も含めた
QOL（生活の質）の向上や、さらには働き手の増加をもたらすことにもつながり、社会全体に
おける健康寿命の延伸や経済成長にも貢献できるなど、多様な社会的価値を持つ存在で
あります。
　このような新薬をはじめとするくすり（医薬品）は、優れた有効性はもちろん、高い安全性
の確保も求められています。厳格な法規制のもとで基礎研究、非臨床試験、臨床試験（治験）
を実施し、承認申請・審査・承認というプロセスを経て、はじめて患者さんの元に医薬品は
届けられます。
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックを経て、製薬産業にはこれまで
以上に有事における迅速な画期的新薬の創出と全世界への供給が期待されています。また
昨今、日本国内ではドラッグ・ロスの顕在化や、ジェネリック医薬品の供給問題に端を発した
医薬品の安定供給課題などにより、製薬業界のみならず産学官一体となった取り組みが求め
られています。私たち製薬産業は人々の健康と生命に関わっているという矜持を常に持ち、
高い透明性と法令遵守の意識を心掛けながら、今後も日々の活動を推進してまいります。

◆

　製薬協では「日本および世界の人々の健康と福祉の向上に貢献する」ため、さまざまな
活動を展開しています。本書「てきすとぶっく製薬産業」はその活動の一環として、製薬
産業についてご理解いただくためのコンテンツとして 1998 年以来刊行しております。
　この度、「てきすとぶっく製薬産業 2024-2025」を編集するにあたり、製薬産業の現状や
直面する課題などの客観的事実に即して、可能な限り新しいデータや情報を採用し、できる
だけわかりやすく解説するように努めました。また、コラム記事として製薬産業で注目され
ているキーワードを紹介することで、最近のトピックも含めて製薬産業全体について体系
的に理解していただける内容と構成にしています。
　本書は、書名に「てきすとぶっく」とあるように、製薬産業について理解するための
入門書であると同時に、製薬産業に関する平易な専門書としての用途も併せ持っています。
常に身近な場所に置いて日常的に活用していただければ幸いです。

2025 年 2 月
日本製薬工業協会　広報委員会
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